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　今年、最後の連載はクリスマスの食にまつわるお
話をしたいと思います。
　「ブラジルで人気のクリスマスケーキは何ですか」
と何度か聞かれ、返答に困ることがありましたが、
日本で過ごした２年間でやっと、なぜそういう質問
が出るのか分かってきました。
　ブラジルでは、日本で売られている誕生日用のよ
うなケーキではなく、パンのような菓子でパネトー
ネというものを食べるのがクリスマスの一つの習慣
です。パネトーネとは、レーズンや砂糖漬けの果物
が入っているドーム型のものです。元々イタリアの
もので、ブラジルへ移住したイタリア人から伝わっ
たものだそうです。今は、レーズンやドライフルー
ツの代わりにチョコレートクリームが入ったものも

あります。クリスマスの時期になると、それを家族
や友達にプレゼントをする家もあります。パーティ
ーをするというイメージが強いかもしれませんが、
ブラジルでのクリスマスは教会へ行き、お祈りをし
て、その日は家族でクリスマスディナーを囲むのが
習慣になっています。そのほかに、クリスマスツリ
ーを飾り、願い事を書き、サンタクロースにプレゼ
ントを入れてもらうための靴下を用意する人も多く
います。
　最後に、ブラジルのクリスマスは夏なのにサンタ
クロースがいるのかと聞かれることもあります。確
かに暑い中、あの格好は大変だろうとは思っていま
したが、それが不自然だと思ったのは日本に来て、
質問されてからです。自分の国にいては気づかない
ことも外から見ると気づくものがあるのだと思った
瞬間でした。
では、Feliz natal　e　Boas festas ！！
※Feliz natalはメリークリスマスにあたる表現です。

Boas festas はクリスマスや大みそかなど、祝い事
が多い年末におくる言葉で「良い祝日を！」に近
い意味になります。

【彦根市国際交流員　平田エジナ】
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夢枕獏さん プロフィール

1951 年、神奈川県生まれ。
1977 年にＳＦ文芸誌『奇想天
外』でデビュー。以後、「キマイ
ラ」「サイコ・ダイバー」「闇狩り
師」「餓狼伝」「陰陽師」などのシ
リーズで、読者の支持を集める。
1989 年に「上弦の月を喰べる獅
子」で日本 SF 大賞受賞。
1998 年に「神々の山嶺」で柴田
錬三郎賞受賞。
映画化された作品に「陰陽師」東
宝、「大帝の剣」東映などがある。
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